
オレンジ＆パープルリボン

平成25年11月20日、市保健福祉
センターに設置されたリボンツリー

　

市
は
、
日
本
国
憲
法
と
女
子
差

別
撤
廃
条
約
の
理
念
を
基
本
的
な

考
え
方
と
し
、
自
分
ら
し
い
生
活

を
実
現
す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
、

平
成
10
年
に
「
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
か
ま
い
し
21
」
を
策
定
。
こ

れ
ま
で
、
法
令
や
制
度
な
ど
と
の

整
合
性
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
合

わ
せ
、
計
画
の
見
直
し
と
策
定
を

行
い
な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成
21
年
に

策
定
し
た
「
釡
石
市
男
女
共
同
参

画
推
進
プ
ラ
ン
」
の
計
画
期
間
が

平
成
25
年
度
ま
で
だ
っ
た
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
や

市
民
の
意
識
調
査
結
果
な
ど
を
踏

ま
え
、
新
た
な
計
画
を
策
定
（
平

成
26
年
２
月
）
し
ま
し
た
。

○
計
画
策
定
の
趣
旨

平
成
26
年
度
〜
30
年
度
の
５
年
間
。

※ 

施
策
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、

必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

○
計
画
の
期
間

　

３
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
、

そ
れ
に
沿
っ
て
具
体
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　男女平等意識を育み調和と均衡のとれた社会を築くには、効果的な啓発や教育・学習活動、政策・方針決定過程に男
女が共に参画することなどが重要です。また、男女間の暴力は、重大な人権侵害であり克服すべき重要課題であるため、
暴力の形態に応じた幅広い取り組みを進めます。

○
計
画
の
内
容

基本
目標  1 お互いを認め尊重する意識づくり

男女共同参画に向けた
意識づくりと男女平等教育の推進

意思決定過程への
女性の参加促進

男女間の
あらゆる暴力の根絶

施策 ① 施策 ② 施策 ③

・ 男女共同参画講座の開催（「男女
共同参画まちづくり市民大学」開
催事業など）

・人権に関する啓発活動　など

・ 女性委員不在の審議会などの解
消、あて職の見直しと公募の拡大
・ 団体や企業などに対する女性の採
用と管理監督者登用の呼びかけ　
など

・ 各相談機関との連携による相談者
のニーズに沿った相談体制の充実
・デートDV※予防啓発事業
※交際相手との間に起こる暴力

具体的には… 具体的には… 具体的には…

目　　　標　　　指　　　標
●平等と感じる人の割合（意識調査）
現状値 14.5％ ▶ 目標値 30％

●入学式での男女混合名簿の採用校の割合（小・中学校）
現状値 50％ ▶ 目標値 100％

●審議会などでの女性委員の比率
現状値 30.7％ ▶ 目標値 40％

●市職員管理監督者に占める女性の割合（主幹職以上）
現状値 6％ ▶ 目標値 20％

●DVの相談窓口を知っている人の割合
現状値 － ▶ 目標値 50％

　オレンジリボンは子どもへの虐待
を防止する運動、パープルリボンは
女性に対する暴力根絶運動のシン
ボルを表しています。DVと児童虐
待は相互に関連し、併存する可能性
が高い問題です。DV被害者の早期
発見、早期対応を図るために、児童
虐待防止機関と連携しながら問題
解決に努めていきます。

　DVとは「配偶者やパートナーからの
暴力」のことで、さまざまな形態の暴力
を使って、一方が他方を支配しようとす
ることです。DVの大きな特徴は、暴力
を繰り返すことです。繰り返しの暴力は
やがて大きな暴力となります。
　市や県などの公的機関がDVの相談
窓口を開設していますので（5ページ参
照）、１人で我慢せず、あきらめないで
声を出してください。

一人で悩んでいませんか？

DV相談窓口にご相談ください

平成26年度男女共同参画週間のポスター

と
も
に
認
め
、
支
え
あ
い
、

み
ん
な
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

第
４
期
「
か
ま
い
し
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
」
が
で
き
ま
し
た

6月は男女共同参画について考えよう！
岩手県は毎年6月を「いわて男女共同参画推進月間」と定めています。また、国でも毎年6月23日～29日の１週間を「男女共同参画週間」として、さまざまな取り組みを通じ、男女共同参画について理解を深めてもらうことを目指しています。

　
一
人
一
人
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組

み
は
、
一
人
一
人
が
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
を
可

能
に
し
、
組
織
を
活
性
化
し
、
さ
ら
に
は
持
続
可
能

な
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
大
き
な
原
動
力
に
な
り

ま
す
。

　
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画
施
策
を
よ
り
総
合

的
で
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
と
も
に
認
め
、
支

え
あ
い
、
み
ん
な
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
と
し
た
第
４
期
「
か
ま
い
し
男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
社
会

情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
な
か
で
、
女
性
も
男
性
も

対
等
な
立
場
で
、
お
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
家
庭
・

地
域
・
職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
社
会
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？
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かまいし男女共同参画推進プラン（VoI.4)策定～ともに認め、支えあい、みんなが輝くまちづくり～

市では、平成10年に「男女共同参画プランかまいし21」を策定し、平成21年に策定から2度目の見直しを行った後、平成25年度を目標年次とする「釜石市男女共同参画推進プラン」を策定しました。今年度末でこのプランの計画が終了するため、これまでの取組みの成果、市民の意識及び社会経済状況の変化等を踏まえ、2月に第4次となる「かまいし男女共同参画推進プラン」を策定しました。
プランの性格は、釜石市復興まちづくり基本計画及び総合計画との整合を保ちます。また、男女共同参画社会基本法及び岩手県男女共同参画推進条例の基本理念を尊重し、国の｢第3次男女共同参画基本計画」及び県の「いわて男女共同参画プラン」、「いわて配偶者暴力防止対策推進計画」を考慮しています。

平成26年度から平成30年度の5年間をプランの期間とし、社会

情勢の変化や総合計画との整合
など必要に応じて、適宜見直し
を行っていきます。
男女共同参画施策は広範多岐

にわたるため、推進プランを総
合的・効果的に推進していくに
際し、行政はもとより市民、民
間企業、各種団体などと緊密な
調整、連携を図るほか、計画の
進捗状況を定期的に把握し、公
表していきます。

２

計画の基本目標
ⅰお互いを認め尊重する意識づくり
ⅱ家庭・地域・職場において個性と能力を発揮できる社会づくりⅲ支えあいによる男女共同参画のまちづくり

2月18日釜石市男女共同参画推進協議会委員による市長への答申が行われました
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特集

かまいし男女共同参画推進プラン

（Vol.4 ) 策
定～ともに認め、支えあい、みんなが輝くまちづくり～

報告

東京大学釜石カ レ ッ ジ 男女共同参画まちづく り 市民大学

思春期講演会

オレ ン ジリ ボン ＆パープ ルリ ボン 設置セレ モ ニ ー

長き にわたり 「 れでぃ す・ ねっ と わーく 」 の名称で親

し ま れて き た当市の男女共同参画情報誌を本号から

「 共同参画ねっ と わー く 」 と 改称し ま し た 。 様々な

ねっ と わーく を通じ て 、 女性に と っ ても 男性にと っ て

も 生きやすい社会作り を目指し 、 さ ら に内容を充実さ

せ情報を 提供し ていき ま す。

平
成
25
年
度
の
講
演
会
の
様
子

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の
紹
介

　市と東京大学は平成24年10月に「東京大学釡石カレッ
ジ開設に関する覚書」を締結し、釡石市のまちづくりの
推進や産業などの復興を支える新たな人材育成の場とし
て「東京大学釡石カレッジ」を開設しました。その取り
組みの一環として「男女共同参画まちづくり」をテーマ
にした講演会を開催しています。
講演会の内容

年度 内容・講師 参加者数

平成24年度
「女性の活躍で復興加速」
講師：東京大学社会科学研究所
　　　教　授　大沢　真理 氏
　　　元助教　土田とも子 氏

30人

平成25年度

「 平成25年度釡石市男女共同参画
推進プラン改定に関する市民意識
調査から見える現状と課題」
講師：東京大学社会科学研究所
非常勤講師　　建井　順子 氏

33人

※ 平成26年度の講演内容、日時、場所などの詳細は、決まり
次第お知らせします。

男女共同参画まちづくりをテーマにした講演会

東京大学釡石カレッジ
　市は、男女共同参画についてともに考
えるきっかけとしてもらうため、機関紙
「共同参画ねっとわーく」を発行してい
ます。地域から男女共同参画意識を高め
るため、男女共同参画に関する情報や市
の取り組みなどを紹介しています。
※今までは「れでぃす・ねっとわーく」の
名称で親しまれてきましたが、3月下旬
に発行した第61号から名称を「共同参画
ねっとわーく」に変更しました。

市男女共同参画機関紙

「共同参画ねっとわーく」

相談機関 電話番号 開設日時など
釡石市保健福祉部子ども課
子ども福祉係 22-5121 月～金（祝日を除く）9:15～16:00

釡石警察署 25-0110 毎日24時間対応
※ 沿岸広域振興局保健福祉環境部 25-2702 月～金（祝日を除く）8:30～17:00

※ 岩手県福祉総合相談センター
019-629-9610 月～金　8:30～17:15
019-652-4152 月～金　17:45～21:40　土・日・祝　9:00～21:40

※岩手県男女共同参画センター 019-606-1762

◇一般相談（面接・電話）
　月・水・木・土・日　9:00～16:00
　火・金　9:00～20:00
　第2土曜は13:00までは電話相談のみ
◇女性のための法律相談（要予約）
　女性弁護士が無料で面接相談に応じます。
　毎月第3木曜日　10:00～15:00（1人40分）
◇男性相談員による男性相談
　 県内唯一の無料男性相談機関です。男性相談員が男性の
相談に電話または面接で応じます。（面接は要予約）
　毎月第2土曜日　10:00～13:00（1人45分）
◇インターネット相談
　 アイーナのホームページhttp://aiina.jpにアクセスし、
「用途から探す」→「相談」をクリックしてください。

※もりおか女性センター 019-604-3304 月・火・金　10:00～17:00　水・木　10:00～20:00
女性の人権ホットライン 0570-070-810 月～金（祝日を除く）8:30～17:15
東日本大震災女性の心のケア
ホットライン・いわて 0120-240-261 毎日10:00～17:00

※の機関は、DV被害者からの相談や保護、自立のための支援などを行う「配偶者暴力相談支援センター」に指
定されています。

○
計
画
の
進
捗
に
つ
い
て

　

 　

男
女
共
同
参
画
施
策
は
広
範
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
協

働
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
計
画
の
進
捗
状
況
の
把
握
・
公
表
や
意
識
調
査
な

ど
も
実
施
し
、
定
期
的
に
評
価
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
総
合
政
策
課　
男
女
共
同
参
画
室
（
内
線
１
３
４
・
１
３
５
）

DV相談窓口

　家庭・地域・職場での男女共同参画を進めるために、あらゆる世代の誰もが仕事や子育て、介護、自己啓発が
でき、地域活動に参画できるよう、仕事と生活の調和がとれる環境づくりに取り組みます。

基本
目標  2 家庭・地域・職場において個性と能力を発揮できる社会づくり

家庭における男女共同参画の
推進

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の
推進のための環境づくり

職業能力開発の促進と
労働環境の整備

施策 ① 施策 ② 施策 ③

・男性向け、親子向け料理教室の開催
・生きがいづくりに関する公民館事業
・ ひとり親こころ・なかまサポート
事業　など

・ 釜石市子育て応援企業認定制度※

の活用
・家族介護教室など
※ ワーク・ライフ・バランスの推進に取
り組む企業を「子育て応援企業」とし
て認定し評価する制度

・就労支援と各種補助金の周知
・ キャリア教育（職業訓練など）の
実践
 ・ 農業・漁業協同組合との連携によ
る組合員への支援　など

具体的には… 具体的には… 具体的には…

目　　　標　　　指　　　標
●働きやすい職場環境だと思っている人の割合（意識調査）
現状値 － ▶ 目標値 70％

●子育て応援企業認定数
現状値 0件 ▶ 目標値 5件

●保育所待機児童数
現状値 22人 ▶ 目標値 0人

●家族介護教室参加者数
現状値 147人 ▶ 目標値 250人

　活力ある地域づくりのためには、多様な人材の能力を活用し、生活者のさまざまな視点・新しい発想を導入することが必要
です。人材育成や環境づくり、ネットワークづくりなどを通して、誰もが地域の中で安心して暮らしていける社会を目指します。

基本
目標  3 支えあいによる男女共同参画のまちづくり

市民との協働による
男女共同参画まちづくり

国際理解・国際交流への
参画の促進

施策 ① 施策 ②

・女性防災リーダーの育成
・ 福祉避難所の拡充に向けた
関係機関との連携　など

・中学生海外派遣事業
・ 市内在住外国人との異文化
交流
・ 国際理解を支援する講座の
開催　など

具体的には… 具体的には…

目　　　標　　　指　　　標
●男女共同参画サポーター認定者数
現状値 17人 ▶ 目標値 27人

●地域会議における女性構成員の比率
現状値 13.8％ ▶ 目標値 18％

●福祉避難所の整備数（母子対象避難所を含む）
現状値 9カ所 ▶ 目標値 13カ所

●国際理解を支援する講座の受講者数
現状値 60人 ▶ 目標値 80人

Interview

身近なところから
男女共同参画を

市男女共同参画推進協議会
委員
秋元　厚子さん

　男女共同参画という言葉を見ると、
難しいことのように思われがちです
が、何も特別なことではありません。
今、地域づくりや防災・復興、教育、
子育てなど、私たちの生活に密着して
いるさまざまな分野で、男女共同参画
の視点が必要とされています。男女が
お互いの特性・視点を尊重し連携して
取り組むことが、誰もが暮らしやすい
社会の実現につながるのです。ぜひ皆
さんも、身近なところから男女共同参
画を始めてみませんか。

※現状値は25年度内に調査したもの（ただし家族介護教室参加者数は24年度） 426.6.18広報かまいし5 26.6.18 広報かまいし


